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主な記事
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平和フォーラム主催 第4回ピーススクール
どうなる？改めて解説 地方公務員の定年延長
自治労 臨時・非常勤等職員全国協議会／鬼木まこと国会報告
コラム 組合員の結集へ 共感される活動を

4面 私のおすすめ（自治労国分寺市職員労働組合 執行委員長 久野 智弘）
第60回護憲大会／自治労「国際連帯救援カンパ」のお願い

企 画 総 務 局

都
労
連
、
特
区
連
お
よ
び
東

京
清
掃
労
組
の
ヤ
マ
場
交
渉
は

深
夜
に
及
ん
だ
。
月
例
給
の
引

き
上
げ
改
定
、
一
時
金
の
支
給

月
数
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て

は
、
都
・
区
人
事
委
員
会
の
各

勧
告
に
基
づ
く
内
容
で
妥
結
と

な
っ
た
。
勧
告
以
外
の
部
分
に

つ
い
て
は
、
東
京
都
の
闘
争
に

お
い
て
は
①
業
務
職
給
料
表
の

改
定
（
行
政
職
給
料
表
（
一
）

の
改
定
を
基
本
に
全
級
全
号
給

に
つ
い
て
引
き
上
げ
改
定
）
②

給
料
の
調
整
額
の
改
定
（
給
料

表
の
改
定
率
を
踏
ま
え
て
引
き

上
げ
改
定
）
③
勤
勉
手
当
の
成

績
率
の
見
直
し
（
下
位
か
ら
の

減
額
分
6
％
か
ら
13
％
に
変

更
）
④
育
児
時
間
の
見
直
し

（
利
用
期
間
を
拡
大
、
会
計
年

度
任
用
職
員
に
も
適
用
）
⑤

「
勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
」
及

び
「
連
続
勤
務
の
禁
止
」
の
見

直
し
（
勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル

の
設
定
時
間
を
8
時
間
か
ら
11

時
間
に
変
更
）
⑥
災
害
休
暇
の

見
直
し
（
取
得
要
件
を
変
更
、

会
計
年
度
任
用
職
員
に
も
適

用
）
⑦
会
計
年
度
任
用
職
員
へ

の
勤
勉
手
当
の
導
入
（
支
給
月

数
は
一
般
職
員
に
お
け
る
勤
勉

手
当
の
支
給
月
数
を
適
用
）
な

ど
を
確
認
し
た
。

特
別
区
で
は
、
①
業
務
職
給

料
表
の
改
定
（
行
政
職
給
料
表

（
一
）
の
引
き
上
げ
と
同
率
程

度
引
き
上
げ
る
）
②
職
層
構
成

比
の
適
正
化
の
対
応
（
原
則
、

合
格
の
翌
年
度
当
初
か
ら
主
査

等
の
ス
タ
ッ
フ
職
と
し
て
任
用

す
る
）
③
会
計
年
度
任
用
職
員

の
給
与
改
定
時
期
（
任
期
が
3

か
月
以
内
の
者
を
除
き
、
常
勤

職
員
の
給
与
改
定
に
準
じ
る
こ

と
と
し
、
不
利
益
改
定
の
場
合

も
遡
及
す
る
）
④
会
計
年
度
任

用
職
員
の
期
末
手
当
の
支
給
月

数
（
特
例
措
置
を
実
施
し
2
0

2
3
年
12
月
に
支
給
す
る
期
末

手
当
の
支
給
月
数
を
1
・
3
月

と
す
る
）
⑤
会
計
年
度
任
用
職

員
の
勤
勉
手
当
の
支
給
（
支
給

対
象
は
、
任
期
が
6
か
月
以
上

の
者
と
し
、
支
給
月
数
は
常
勤

職
員
と
同
様
と
し
、
2
0
2
4

年
度
・
2
0
2
5
年
度
に
限

り
、
成
績
率
の
段
階
ご
と
の
分

布
率
及
び
一
律
拠
出
割
合
を
0

パ
ー
セ
ン
ト
と
す
る
経
過
措
置

を
設
け
る
）
な
ど
多
く
の
処
遇

改
善
に
つ
な
が
る
制
度
を
確
認

し
た
。

会
計
年
度
任
用
職
員
の
賃
金
改

定
に
か
か
る
到
達
点

今
闘
争
の
大
き
な
争
点
と
な

っ
て
い
た
会
計
年
度
任
用
職
員

へ
の
勤
勉
手
当
支
給
に
つ
い
て

も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
交
渉
に
お
い

て
2
0
2
4
年
4
月
か
ら
の
支

給
が
確
認
さ
れ
た
。
一
方
で
、

給
与
改
定
の
2
0
2
3
年
4
月

か
ら
の
遡
及
実
施
に
つ
い
て

は
、
特
別
区
で
は
常
勤
職
員
の

給
与
改
定
に
準
じ
る
こ
と
を
確

認
し
た
も
の
の
、
都
や
市
町
職

で
は
厳
し
い
結
果
と
な
っ
た

が
、
2
0
2
4
年
4
月
か
ら
の

勤
勉
手
当
の
支
給
が
確
認
さ
れ

た
こ
と
は
、
処
遇
改
善
に
む
け

た
一
定
の
前
進
で
あ
る
と
い
え

る
。
ま
た
、
今
年
度
の
一
時
金

の
引
き
上
げ
に
か
か
る
会
計
年

度
任
用
職
員
の
一
時
金
は
、
特

別
区
で
は
勤
勉
手
当
引
き
上
げ

相
当
分
を
期
末
手
当
に
配
分
し

支
給
さ
せ
る
こ
と
を
確
認
し

た
。都

準
拠
を
基
本
と
す
る
市
町

職
の
交
渉
で
は
、
東
京
都
の
交

渉
で
都
側
が
態
度
を
明
ら
か
に

し
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
で
、
交

渉
が
硬
直
し
て
い
た
が
、
都
の

妥
結
に
よ
り
、
勤
勉
手
当
の
支

給
が
明
ら
か
に
な
り
、
一
気
に

闘
争
は
進
展
。
多
く
の
単
組
で

「
2
0
2
4
年
4
月
か
ら
、
会

計
年
度
任
用
職
員
へ
の
勤
勉
手

当
の
支
給
」
の
確
認
に
至
っ

た
。

▼
2
面
で
は
、
東
京
都
・
特
別

区
・
市
町
職
に
お
け
る
課
題
に

つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
詳
述
す

る
。

2
0
2
3
都
本
部
賃
金
確
定
闘
争

月
例
給
・
一
時
金
、勧
告
通
り
も
多
く
の
課
題
残
る

2
0
2
3
賃
金
確
定
闘
争
は
、
都
労
連
は
11
月
15
日
、
市
町
職
は
16
日
、
特
別
区
は
21

日
に
交
渉
の
ヤ
マ
場
を
迎
え
た
。
都
本
部
は
2
0
2
3
賃
金
確
定
闘
争
方
針
に
基
づ
き
、

東
京
地
公
労
へ
の
結
集
と
都
労
連
・
特
区
連
と
の
連
携
を
強
化
し
、
早
朝
29
分
時
間
内
集

会
の
戦
術
配
置
を
背
景
に
闘
争
を
推
進
し
た
。

都
・
区
そ
れ
ぞ
れ
の
闘
争
に
お
い
て
、
月
例
給
・
一
時
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
勧
告
通

り
の
実
施
で
妥
結
と
な
っ
た
。

東
京
地
公
労
は
、
11
月
6
日

に
4
年
ぶ
り
に
都
庁
ふ
れ
あ
い

モ
ー
ル
に
て
「
秋
季
年
末
闘
争

勝
利
！
総
決
起
集
会
」
を
開
催

し
、
地
公
労
構
成
組
織
か
ら
約

1
0
0
0
人
が
結
集
し
た
。
東

京
地
公
労
の
松
村
議
長
（
自
治

労
東
京
）
は
確
定
闘
争
の
状
況

や
公
務
職
場
の
仲
間
の
状
況
に

触
れ
な
が
ら
、「
公
共
サ
ー
ビ

ス
労
働
者
が
尊
厳
の
あ
る
生
活

を
送
り
、
よ
り
良
い
労
働
条
件

や
職
場
環
境
を
獲
得
す
る
た
め

に
は
、
私
た
ち
労
働
者
が
た
た

か
っ
て
い
く
以
外
に
方
法
は
な

い
。
自
信
を
も
っ
て
要
求
し
最

後
の
最
後
ま
で
諦
め
ず
に
た
た

か
っ
て
い
こ
う
」
と
述
べ
た
。

集
会
に
は
連
合
東
京
の
吉
岡
会

長
代
行
も
駆
け
付
け
た
。

そ
の
後
、
各
構
成
組
織
か
ら

の
決
意
表
明
が
行
わ
れ
、
都
本

部
か
ら
は
大
塚
悟
司
副
委
員
長

（
自
治
労
都
庁
職
）
が
登
壇

し
、「
全
級
全
号
給
で
の
引
き

上
げ
改
定
と
な
り
、
一
時
金
は

勤
勉
手
当
で
の
配
分
と
し
0
・

1
月
引
き
上
げ
と
な
っ
た
が
、

初
任
給
は
未
だ
国
を
下
回
り
、

中
高
年
層
の
引
き
上
げ
幅
は
不

当
に
低
く
抑
え
ら
れ
て
い
る
。

一
時
金
に
お
い
て
は
再
任
用
職

員
の
支
給
月
数
が
著
し
く
低
く

さ
れ
て
い
る
問
題
に
加
え
、
勤

勉
手
当
の
支
給
が
無
く
、
常
勤

職
員
と
と
も
に
懸
命
に
仕
事
に

取
り
組
ん
で
い
る
多
く
の
会
計

年
度
任
用
職
員
の
仲
間
た
ち
の

期
待
も
裏
切
っ
た
。
職
員
の
奮

闘
に
見
合
う
賃
金
労
働
条
件
を

確
立
し
、
全
て
の
世
代
の
生
活

が
守
ら
れ
る
よ
う
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
、
確
定

闘
争
を
闘
い
抜
く
決
意
を
表
明

し
た
。
集
会
後
に
は
、
都
庁
包

囲
デ
モ
を
実
施
。
都
庁
周
辺
を

1
周
す
る
ル
ー
ト
を
行
進
し
、

賃
金
・
労
働
条
件
の
さ
ら
な
る

改
善
と
た
た
か
い
抜
く
決
意
を

示
し
た
。

東京地公労

確
定
闘
争
の
山
場
に
む
け
、

都
庁
前
に
結
集

▲4つの梯団に分かれ約1000人が都庁外周をデモ行進

38
年
ぶ
り
に
阪

神
タ
イ
ガ
ー
ス
が

日
本
一
に
輝
い

た
。
虎
党
の
私
も

テ
レ
ビ
前
か
ら
離

れ
る
こ
と
な
く
歓

喜
に
酔
い
し
れ
た
が
、
最
も

心
を
揺
さ
ぶ
ら
れ
た
の
は
岩

崎
投
手
と
と
も
に
胴
上
げ
さ

れ
た
背
番
号
24
の
ユ
ニ
フ
ォ

ー
ム
だ
▼
背
番
号
24
、
7
月

に
28
歳
の
若
さ
で
こ
の
世
を

去
っ
た
横
田
慎
太
郎
さ
ん
の

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
が
現
役
選
手

と
と
も
に
宙
を
舞
っ
た
の

だ
。
2
0
1
3
年
ド
ラ
フ
ト

2
位
で
入
団
、
将
来
を
嘱
望

さ
れ
な
が
ら
脳
腫
瘍
の
影
響

で
約
5
年
間
の
プ
ロ
生
活
を

も
っ
て
引
退
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
。
引
退
後
も
病
魔
と
闘

い
続
け
た
が
、
つ
い
に
そ
の

生
涯
を
終
え
た
▼
人
生
を
そ

し
て
生
活
を
か
け
た
プ
ロ
ス

ポ
ー
ツ
の
世
界
に
お
い
て
、

現
役
選
手
た
ち
が
彼
の
た
め

に
プ
レ
ー
し
た
わ
け
で
は
な

い
と
思
う
。
し
か
し
、
選
手

一
人
ひ
と
り
が
心
の
中
に
彼

の
存
在
を
置
き
、「
と
も
に

闘
っ
た
」
の
だ
と
思
う
▼

少
々
強
引
な
結
び
つ
け
か
も

し
れ
な
い
が
労
働
組
合
も
執

行
部
役
員
だ
け
が
、
組
合
員

の
た
め
に
闘
う
の
で
は
な

く
、
全
組
合
員
と
「
と
も
に

闘
っ
て
い
く
」、
そ
れ
こ
そ

が
最
も
重
要
な
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

（
西
岡
）

東奔西走

2023賃金確定闘争 月例給・一時金の妥結内容（主なものを記載）

東京都
および
市町職

月例給・全級全号給について引き上げ改定（平均
改定率0．9％）
・業務職給料表の改定（行一の改定を基本
に全級全号給について引き上げ）
・2023年4月1日から遡及

一時金・0．10月分（再任用0．05月）引き上げ
・勤勉手当に配分、年間4．65月（再任用
2．45月）

特別区

月例給・全級全号給について引き上げ改定（平均
改定率1．0％）
・業務職給料表の改定（行一の引き上げと
同率程度）
・2023年4月1日から遡及

一時金・0．10月分（再任用0．05月）引き上げ
・勤勉手当に配分、年間4．65月（再任用
2．45月）

約1，000人が結集約1，000人が結集

視覚障害その他の理由で活字のままで利用できない人のために、営利を目的とする場合を除き「録音図書」「点字図書」「拡大写本」等の制作をすることを認めます。その際には自治労東京都本部までご連絡ください。

第1354号（１）2023年12月1日 （毎月1日発行）自 治 労 東 京（昭和42年9月19日第三種郵便物認可）



コラム

組
合
員
の
結
集
へ

共
感
さ
れ
る
活
動
を

【
東
京
都
】

今
闘
争
で
は
、
こ
れ
ま
で
都

労
連
が
更
な
る
格
差
拡
大
に
つ

な
が
る
こ
と
か
ら
容
認
で
き
な

い
と
し
て
反
対
し
て
い
た
勤
勉

手
当
の
成
績
率
見
直
し
に
つ
い

て
当
初
提
案
で
下
位
か
ら
の
減

額
分
が
50
％
と
さ
れ
て
い
た
が

粘
り
強
い
交
渉
に
よ
り
2
回
の

修
正
を
行
わ
せ
、
13
％
に
圧

縮
、
実
施
時
期
を
一
年
先
延
ば

し
と
し
た
が
、
減
額
分
の
拡
大

を
阻
止
で
き
ず
、
厳
し
い
結
果

と
な
っ
た
。
今
後
は
成
績
率
の

運
用
・
決
定
状
況
に
つ
い
て
注

視
し
、
労
使
で
検
証
を
行
う
よ

う
求
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
今
闘
争
で
実
現
に
至
ら

な
か
っ
た
島
し
ょ
職
員
の
賃
金

・
処
遇
改
善
や
定
年
年
齢
の
引

上
げ
に
伴
う
影
響
を
踏
ま
え
、

55
歳
昇
給
抑
制
措
置
の
廃
止
を

は
じ
め
、
年
齢
別
加
算
制
度
の

改
善
、
定
年
前
再
任
用
短
時
間

勤
務
職
員
や
暫
定
再
任
用
職
員

の
賃
金
水
準
改
善
、
会
計
年
度

任
用
職
員
等
の
報
酬
額
改
定
の

実
施
時
期
の
取
り
扱
い
な
ど
が

今
後
の
課
題
と
な
る
。

【
特
別
区
】

特
別
区
は
、
会
計
年
度
任
用

職
員
の
処
遇
の
改
善
に
つ
い
て

は
大
き
く
前
進
し
た
が
、
引
き

続
き
行
政
系
人
事
制
度
の
課
題

が
残
る
。
今
回
の
交
渉
で
は
、

係
長
能
力
実
証
に
現
給
保
障
者

を
対
象
と
す
る
措
置
を
講
じ
た

こ
と
は
一
定
評
価
が
で
き
る

が
、
当
該
職
員
を
ど
の
よ
う
に

説
得
す
る
か
が
課
題
で
あ
る
と

と
も
に
、
対
象
者
を
2
級
最
高

号
給
到
達
者
を
含
め
高
位
号
給

者
に
拡
大
し
な
け
れ
ば
、
職
層

構
成
比
の
適
正
化
に
は
つ
な
が

ら
な
い
。
ま
た
、
会
計
年
度
任

用
職
員
の
処
遇
改
善
に
つ
い
て

は
、
各
区
に
お
け
る
条
例
化
が

必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
差
額

精
算
の
時
期
に
つ
い
て
労
使
確

認
が
必
要
と
な
る
。
あ
わ
せ

て
、
勤
勉
手
当
の
成
績
率
の
段

階
ご
と
の
分
布
率
及
び
一
律
拠

出
割
合
の
経
過
措
置
等
は
各
区

に
お
い
て
協
議
が
必
要
と
な

る
。【

市
町
職
】

市
町
職
で
は
、
月
例
給
・
一

時
金
に
つ
い
て
都
に
準
拠
し
妥

結
と
な
っ
た
。
会
計
年
度
任
用

職
員
の
勤
勉
手
当
の
支
給
、
給

与
（
報
酬
）
改
定
と
遡
及
の
有

無
に
つ
い
て
は
、
東
京
都
が
最

後
ま
で
態
度
を
明
ら
か
に
し
な

か
っ
た
た
め
、
各
単
組
の
交
渉

も
硬
直
し
た
。
最
終
的
に
は
、

勤
勉
手
当
に
つ
い
て
は
、
都
が

支
給
す
る
こ
と
で
都
労
連
と
妥

結
し
た
た
め
、
以
降
、
多
く
の

単
組
で
勤
勉
手
当
の
支
給
に
む

け
て
大
き
く
舵
が
き
ら
れ
た
。

交
渉
で
は
、
今
年
度
の
勤
勉
手

当
引
き
上
げ
相
当
分
を
期
末
手

当
に
配
分
し
支
給
さ
せ
る
こ
と

を
2
単
組
で
確
認
す
る
と
い
う

大
き
な
成
果
も
あ
げ
ら
れ
た
。

し
か
し
、
会
計
年
度
任
用
職
員

の
給
与
改
定
に
つ
い
て
は
、
都

の
改
定
が
翌
年
の
4
月
1
日
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
常
勤

職
員
の
給
与
改
定
同
様
に
遡
及

を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
か

っ
た
。
ま
た
、
い
く
つ
か
の
単

組
で
は
、
会
計
年
度
任
用
職
員

の
勤
勉
手
当
の
支
給
月
数
が
再

任
用
職
員
の
水
準
に
留
ま
る
な

ど
の
課
題
が
引
き
続
き
残
る
。

2
0
2
3
都
本
部
賃
金
確
定
闘
争

そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
と
求
め
ら
れ
る
取
り
組
み

妥
結
結
果
を
踏
ま
え
、
東
京
都
で
は
勤
勉
手
当
の
成
績
率
の
運
用
・
決
定
状
況
を
注
視

し
交
渉
し
て
い
く
こ
と
、
特
別
区
で
は
職
層
構
成
比
の
適
正
化
、
市
町
職
の
い
く
つ
か
の

自
治
体
で
は
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の
勤
勉
手
当
の
支
給
月
数
が
再
任
用
職
員
の
水
準
に

留
ま
る
な
ど
の
課
題
が
引
き
続
き
残
る
。
ま
た
、
都
、
区
、
市
町
職
全
体
の
課
題
で
は
あ

る
が
、
再
任
用
職
員
の
低
賃
金
水
準
の
見
直
し
も
重
要
だ
。

11
月
17
日
〜
19
日
に
か
け

て
、
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
自
治

労
会
館
で
第
4
回
ピ
ー
ス
ス
ク

ー
ル
を
開
催
し
、
全
国
か
ら
42

名
が
参
加
し
た
。
政
府
が
防
衛

予
算
の
拡
大
、
改
憲
発
議
に
む

け
た
動
き
を
強
め
る
な
か
、
労

働
組
合
に
お
い
て
次
代
を
担
う

若
い
世
代
へ
平
和
と
人
権
の
意

義
、
役
割
を
継
承
す
る
場
と
し

て
開
催
さ
れ
た
も
の
だ
。

初
日
は
、
参
議
院
議
員
の
辻

本
清
美
さ
ん
よ
り
「
政
治
と
若

者
か
ら
〜
政
治
を
私
た
ち
の
手

に
〜
」
と
題
し
た
講
演
が
あ

り
、「
日
本
の
議
員
は
世
襲
が

多
く
、
利
権
が
絡
む
た
め
変
革

を
も
た
ら
す
人
が
参
入
し
に
く

い
。
多
様
な
人
材
が
い
た
ほ
う

が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
起
こ
る

も
の
だ
。
例
え
ば
議
席
の
一
定

数
を
女
性
に
割
り
当
て
る
ク
オ

ー
タ
制
は
1
2
9
か
国
で
導
入

さ
れ
て
お
り
、
女
性
議
員
が
多

い
国
で
は
社
会
保
障
へ
の
予
算

配
分
の
優
先
順
位
が
高
く
な
り
、

子
育
て
と
介
護
を
両
立
し
や
す

い
」
と
の
解
説
が
あ
っ
た
。

ま
た
、「
日
本
で
は
ア
メ
リ

カ
と
異
な
り
、
選
挙
応
援
を
す

る
こ
と
が
就
職
時
に
否
定
的
に

捉
え
ら
れ
て
し
ま
う
。
政
治
に

関
わ
る
こ
と
が
タ
ブ
ー
視
さ
れ

る
風
土
を
変
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
語
っ
た
。

戦
争
の
準
備
で
は
な
く
戦
争
し

な
い
た
め
の
外
交
努
力
を

2
日
目
は
、
原
水
爆
国
民
会

議
共
同
議
長
・
広
島
県
原
水
禁

代
表
委
員
の
金
子
哲
夫
さ
ん
よ

り
「
核
と
人
類
は
共
存
で
き
な

い
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演
が

行
な
わ
れ
た
。
金
子
さ
ん
は
今

年
5
月
に
開
催
さ
れ
た
広
島
サ

ミ
ッ
ト
に
触
れ
、「
核
保
有
国

の
首
脳
が
訪
れ
た
こ
と
は
評
価

で
き
る
が
、
発
表
さ
れ
た
広
島

ビ
ジ
ョ
ン
は
核
兵
器
の
保
有
を

前
提
と
す
る
核
抑
止
論
を
肯
定

し
て
お
り
、
市
民
の
思
い
と
は

相
容
れ
な
い
。
政
治
に
求
め
ら

れ
る
の
は
、
戦
争
の
準
備
で
は

な
く
戦
争
を
し
な
い
た
め
の
外

交
努
力
だ
」
と
訴
え
た
。

3
日
目
は
、
参
加
者
が
6
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
デ
ィ
ベ
ー

ト
を
行
っ
た
。
テ
ー
マ
は
①
安

全
保
障
に
関
す
る
軍
事
力
の
強

化
、
②
原
発
推
進
政
策
、
③
労

働
組
合
の
積
極
的
な
政
治
や
平

和
運
動
へ
の
参
加
の
3
つ
で
、

そ
れ
ぞ
れ
賛
成
・
反
対
の
立
場

に
グ
ル
ー
プ
が
割
り
当
て
ら
れ

た
。
必
ず
し
も
個
々
人
の
考
え

と
一
致
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
立
場
か
ら
互
い
に
主
張
・
質

疑
応
答
を
行
い
、
参
加
者
た
ち

が
新
た
な
価
値
観
・
考
え
方
を

学
ぶ
機
会
と
な
っ
た
。

平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
主
催

第
4
回
ピ
ー
ス
ス
ク
ー
ル

全
国
の
仲
間
と「
平
和
」を
テ
ー
マ
に
交
流

次
代
を
担
う
人
材
を
育
て
る

▲辻本清美参議院議員

近
年
、
労
働
組
合
は
新
規
加

入
者
の
減
少
と
脱
退
者
の
増
加

と
い
う
課
題
を
抱
え
て
い
ま

す
。
組
合
員
の
皆
さ
ん
か
ら
の

ご
意
見
は
多
岐
に
渡
り
ま
す

が
、「
メ
リ
ッ
ト
が
な
い
」「
組

合
に
加
入
し
て
い
な
く
て
も
同

じ
労
働
条
件
な
ら
組
合
費
を
払

う
の
が
も
っ
た
い
な
い
」「
組

合
が
何
を
し
て
い
る
の
か
わ
か

ら
な
い
」
と
い
っ
た
声
を
多
く

頂
戴
す
る
こ
と
も
事
実
で
す
。

労
働
組
合
は
労
働
者
の
声
を
集

め
、
一
つ
に
な
る
こ
と
で
要
求

・
交
渉
力
が
増
す
た
め
、
組
合

員
の
結
集
が
極
め
て
重
要
で
あ

り
、
現
在
の
状
況
を
深
刻
に
捉

え
て
い
ま
す
。

組
合
員
と
し
て
参
画
す
る
意

義
の
実
感
に
は
、
職
場
に
お
け

る
課
題
解
決
や
労
働
条
件
の
改

善
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
こ
と
を

わ
か
り
や
す
く
発
信
し
て
い
く

こ
と
や
、「
組
合
員
か
ら
共
感

さ
れ
る
活
動
」
を
通
じ
て
、
組

合
に
対
す
る
信
頼
や
理
解
を
深

め
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
自
治
労
や
各
組

合
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
の
か
、

ひ
と
つ
一
つ
の
課
題
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
な
考
え
方
を
持
っ
て

い
る
の
か
を
「
見
え
る
化
」
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
と
考
え
、

機
関
紙
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
Ｓ
Ｎ

Ｓ
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活
用
な

ど
を
通
じ
た
発
信
を
強
化
し
て

い
ま
す
。

●
組
織
課
題
・
財
政
課
題
を
集

中
的
に
議
論

都
本
部
は
、「
組
織
財
政
検

討
委
員
会
」
を
常
設
し
、
実
際

に
単
組
活
動
を
担
う
役
員
が
委

員
を
担
い
、
現
状
の
分
析
と
組

織
的
、
財
政
的
な
課
題
の
検
討

を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で

は
「
組
合
員
か
ら
共
感
さ
れ
る

活
動
」
に
つ
い
て
も
様
々
な
議

論
が
交
わ
さ
れ
て
い
ま
す
。
組

合
員
に
存
在
意
義
を
実
感
し
て

も
ら
う
取
り
組
み
の
実
践
例

や
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等
の

取
り
組
み
提
起
、
ポ
ー
タ
ル
ア

プ
リ
な
ど
を
利
用
し
た
情
報
発

信
、
組
合
員
が
享
受
で
き
る
福

利
厚
生
の
実
施
な
ど
、
多
角
的

な
議
論
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
賃
金
労
働
条
件
の

改
善
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
日
常

業
務
に
役
立
つ
知
識
に
関
す
る

セ
ミ
ナ
ー
を
組
合
が
企
画
・
実

施
す
る
こ
と
や
、
こ
れ
か
ら
の

自
治
体
行
政
を
担
う
若
年
層
の

組
合
員
の
方
が
求
め
る
こ
と
を

取
り
入
れ
る
た
め
、
様
々
な
方

法
で
ご
意
見
を
求
め
る
取
り
組

み
も
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

●
皆
さ
ん
の
「
生
の
声
」
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い

労
働
組
合
は
�
費
用
対
効

果
�
だ
け
で
図
れ
る
も
の
で
な

く
、
賃
金
・
労
働
条
件
は
、
職

場
の
仲
間
の
結
集
と
、
行
動
の

積
み
重
ね
で
し
か
実
現
で
き
ま

せ
ん
。
要
求
と
い
う
�
種
�
を

蒔
い
て
か
ら
、
要
求
実
現
と
い

う
�
実
�
に
な
る
に
は
時
間
を

要
す
る
課
題
も
あ
り
、
こ
れ
ら

の
こ
と
を
丁
寧
に
理
解
し
て
も

ら
う
取
り
組
み
が
重
要
で
す
。

一
方
で
、
す
ぐ
に
目
に
見
え
る

形
で
の
�
メ
リ
ッ
ト
�
が
求
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ

り
、
各
単
組
に
お
い
て
も
福
利

厚
生
面
な
ど
を
工
夫
し
な
が

ら
、
様
々
な
取
り
組
み
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。「
組
合
員
か
ら

共
感
さ
れ
る
活
動
・
取
り
組

み
」
に
つ
い
て
、
都
本
部
は
ま

だ
ま
だ
模
索
中
で
す
。
こ
の
機

関
紙
を
読
ん
で
い
た
だ
い
て
い

る
組
合
員
の
皆
さ
ん
か
ら
も

「
こ
ん
な
こ
と
が
あ
れ
ば
い
い

な
」
と
い
っ
た
ご
意
見
を
お
寄

せ
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
組
合
員
の
皆
さ
ん
に
寄
り

添
い
、
と
も
に
悩
み
、
と
も
に

行
動
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

※
本
紙
「
機
関
紙
パ
ズ
ル

ほ

っ
と
一
息
」
の
応
募
フ
ォ
ー

ム
、「
今
月
号
の
感
想
」
欄
へ

ぜ
ひ
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。

▲原水爆国民会議共同議
長・広島県原水禁代表委
員の金子哲夫さん

自
治
労

臨
時
・
非
常
勤
等
職
員
全
国
協
議
会

処
遇
改
善
に
む
け

国
は
自
治
体
へ
働
き
か
け
を

10
月
27
日
、自
治
労
臨
時
・
非

常
勤
等
職
員
全
国
協
議
会
は
総

務
省
に
対
す
る
要
請
行
動
を
行

っ
た
。
勤
勉
手
当
支
給
を
可
能

と
す
る
地
方
自
治
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
が
2
0
2
4
年

4
月
1
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
自
治
労
と
し
て
も
各

自
治
体
に
お
け
る
12
月
議
会
で

の
条
例
化
を
め
ざ
す
取
り
組
み

の
一
環
で
実
施
さ
れ
た
も
の
だ
。

同
協
議
会
は
会
計
年
度
任
用

職
員
制
度
の
適
正
化
に
む
け

て
、
重
点
課
題
3
点
（
①
会
計

年
度
任
用
職
員
の
勤
務
形
態
に

関
わ
ら
ず
、
常
勤
職
員
に
準
じ

て
勤
勉
手
当
を
適
切
に
支
給

し
、
期
末
手
当
に
つ
い
て
も
常

勤
職
員
と
同
様
の
支
給
月
数
と

な
る
よ
う
自
治
体
へ
働
き
か
け

る
こ
と
②
会
計
年
度
任
用
職
員

の
給
与
に
つ
い
て
は
、
常
勤
職

員
と
の
不
合
理
な
格
差
を
解
消

し
、
給
与
の
遡
及
改
定
は
常
勤

職
員
に
準
じ
た
対
応
と
な
る
よ

う
引
き
続
き
働
き
か
け
る
こ
と

③
フ
ル
タ
イ
ム
の
会
計
年
度
任

用
職
員
を
、
財
政
的
な
負
担
を

回
避
す
る
た
め
に
勤
務
時
間
の

短
縮
等
に
よ
り
不
適
切
に
働
か

せ
る
事
例
の
改
善
に
む
け
て
自

治
体
へ
助
言
を
行
う
こ
と
）
に

つ
い
て
要
請
し
た
。

要
請
書
手
交
の
場
に
同
席
し

た
同
協
議
会
の
橋
爪
事
務
局
次

長
（
八
王
子
市
臨
時
・
非
常
勤

職
組
）
は
、「
直
接
声
を
届
け

る
機
会
が
あ
る
こ
と
は
と
て
も

貴
重
だ
と
感
じ
た
。
2
月
に
は

厚
生
労
働
省
へ
の
要
請
行
動
を

予
定
し
て
い
る
。
安
心
し
て
働

き
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
常
勤

職
員
と
の
格
差
是
正
、
賃
金
・

労
働
条
件
の
改
善
に
つ
い
て
仲

間
の
声
を
伝
え
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
私
は
学
校
司
書
な
の

で
、
資
格
が
必
要
と
さ
れ
な
が

ら
も
非
正
規
で
働
く
臨
時
・
非

常
勤
等
職
員
の
実
態
も
伝
え
て

い
き
た
い
」
と
語
っ
た
。

▲総務省へ要請書を手交。右から3番目が橋爪事務局次長

ど
う
な
る
？
改
め
て
解
説

2
0
2
3
賃
金
確
定
闘
争
の

結
果
か
ら
、
解
決
す
べ
き
課
題

は
山
積
す
る
一
方
で
、
2
0
2

3
年
4
月
1
日
に
は
地
方
公
務

員
の
定
年
を
65
歳
に
引
き
上
げ

る
改
正
地
方
公
務
員
法
が
施
行

さ
れ
、
段
階
的
に
定
年
が
引
き

上
げ
と
な
っ
た
。
ま
た
、
本
紙

の
機
関
紙
パ
ズ
ル

ほ
っ
と
一

息
の
応
募
フ
ォ
ー
ム
で
の
ア
ン

ケ
ー
ト
に
お
い
て
も
読
者
か
ら

定
年
延
長
に
対
す
る
不
安
の
声

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
定
年
延
長
制
度
に
つ
い
て

改
め
て
解
説
す
る
。

定
年
延
長
は
、
2
0
2
3
年

度
の
定
年
退
職
予
定
者
か
ら
定

年
年
齢
が
61
歳
と
な
り
、
2
年

ご
と
に
定
年
年
齢
が
1
歳
ず
つ

引
き
上
げ
ら
れ
、
2
0
3
1
年

度
に
65
歳
と
な
る
。
定
年
引
上

げ
後
も
任
用
・
職
務
は
延
長
さ

れ
、
定
年
退
職
日
ま
で
継
続
す

る
た
め
、
給
料
表
の
位
置
づ
け

（
級
・
号
給
）
は
、
基
本
的
に

変
更
は
な
い
。
た
だ
し
、
60
歳

超
の
給
料
月
額
に
つ
い
て
は
、

60
歳
に
達
し
た
日
後
に
お
け
る

最
初
の
4
月
1
日
（
特
定
日
）

以
後
、
当
分
の
間
、
級
号
給
の

給
料
月
額
の
7
割
と
さ
れ
る
。

段
階
的
な
定
年
引
上
げ
期
間

中
（
2
0
2
3
年
度
〜
2
0
3

1
年
度
）
は
、
従
前
と
同
様
に

65
歳
ま
で
の
継
続
勤
務
が
可
能

と
な
る
よ
う
、「
暫
定
再
任
用

制
度
」
が
措
置
さ
れ
る
。

ま
た
、
60
歳
に
達
し
た
日
以

後
、
定
年
退
職
日
前
に
退
職
を

希
望
す
る
職
員
は
、「
定
年
前

再
任
用
短
時
間
勤
務
」
も
選
択

で
き
る
。「
暫
定
再
任
用
制

度
」・「
定
年
前
再
任
用
短
時
間

勤
務
」
の
任
期
、
給
与
、
勤
務

時
間
等
の
仕
組
み
は
、
従
前
の

再
任
用
制
度
と
同
様
で
あ
る
。

退
職
手
当
に
つ
い
て
は
、

「
ピ
ー
ク
時
特
例
」
が
適
用
さ

れ
、「
基
本
額
」
は
、
60
歳
の

年
度
ま
で
の
期
間
と
、
給
料
月

額
が
7
割
と
な
る
特
定
日
以
降

の
期
間
に
分
け
て
計
算
さ
れ

る
。
な
お
、
60
歳
に
達
し
た
以

後
に
定
年
前
の
退
職
を
選
択
し

て
も
、
退
職
事
由
は
「
定
年
」

扱
い
と
し
て
支
給
率
が
算
定
さ

れ
る
。

地
方
公
務
員
の
定
年
延
長

11
月
14
日
の
参
議
院
内
閣
委

員
会
で
、
自
治
労
組
織
内
議
員

の
鬼
木
ま
こ
と
議
員
が
「
保
育

の
質
の
確
保
」
と
「
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
の
受
け
皿
整
備
」
に

つ
い
て
こ
ど
も
家
庭
庁
へ
質
問

し
た
。
保
育
の
質
の
確
保
に
つ

い
て
は
、
今
年
6
月
に
閣
議
決

定
さ
れ
た
「
こ
ど
も
未
来
戦
略

方
針
」
で
示
さ
れ
て
い
る
75
年

ぶ
り
と
な
る
保
育
士
配
置
基
準

の
見
直
し
を
早
期
に
確
実
に
行

う
こ
と
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
受
け
皿
整
備
に
つ
い
て
は
、

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
役
割
と

支
援
員
の
専
門
性
に
対
す
る
社

会
の
認
識
が
進
ま
な
い
た
め
に

支
援
員
の
ほ
と
ん
ど
が
非
正
規

職
員
と
さ
れ
て
き
た
の
で
は
な

い
か
と
の
観
点
か
ら
、
支
援
員

の
処
遇
を
改
善
す
る
と
と
も
に

常
勤
へ
の
転
換
を
進
め
、
そ
の

た
め
の
財
源
を
確
保
す
る
こ
と

を
求
め
た
。

こ
ど
も
家
庭
庁
か
ら
は
「
保

育
士
配
置
基
準
の
見
直
し
の
具

体
化
に
つ
い
て
は
今
後
の
予
算

編
成
の
中
で
決
め
て
い
く
。
ま

た
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ

い
て
は
、
こ
ど
も
未
来
戦
略
方

針
に
お
い
て
常
勤
職
員
配
置
の

改
善
を
図
る
こ
と
を
盛
り
込
ん

で
お
り
、
引
き
続
き
自
治
体
と

連
携
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
ま

い
り
た
い
」
と
の
答
弁
が
あ
っ

た
。

鬼木まこと
国 会 報 告機関紙パズル ほっと一息

【四字熟語パズル】
⑴○の中に漢字1字を入れて、四
方の漢字に対応する2字の単語
を完成させてください。

⑵4つの○のそれぞれの漢字が回
答できたら、○の中の漢字を並
べ替えて四字熟語を完成させて
ください。

「
保
育
の
質
の
確
保
」と「
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
の
受
け
皿
整
備
」に
つ
い
て
質
す

問題

▲こども家庭庁へ質問す
る鬼木まこと参議院議員

●締切 2023年12月25日（月）
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段階的定年引上げのイメージ
生年月日 定年退職年齢 定年退職日 備考

1962年度生まれ
（1962．4．2～1963．4．1）

60歳 2023．3．31
2024．3．31
退職者なし1963年度生まれ

（1963．4．2～1964．4．1）
61歳 2025．3．31

2026．3．31
退職者なし1964年度生まれ

（1964．4．2～1965．4．1）
62歳 2027．3．31

2028．3．31
退職者なし1965年度生まれ

（1965．4．2～1966．4．1）
63歳 2029．3．31

2030．3．31
退職者なし1966年度生まれ

（1966．4．2～1967．4．1）
64歳 2031．3．31

2032．3．31
退職者なし1967年度生まれ以降

（1967．4．2～）
65歳 2033．3．31
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リ
ム
・
カ
ー
ワ
イ
は
大
阪
を

拠
点
に
香
港
、
中
国
、
バ
ル
カ

ン
半
島
な
ど
を
舞
台
に
映
画
を

作
り
、
ど
こ
に
も
属
さ
ず
彷
徨

う
「
シ
ネ
マ
ド
リ
フ
タ
ー
（
映

画
流
れ
者
）」
を
自
称
す
る
マ

レ
ー
シ
ア
出
身
の
映
画
監
督
。

2
0
2
2
年
、
コ
ロ
ナ
禍
の

ミ
ニ
シ
ア
タ
ー
を
行
脚
す
る
自

主
映
画
監
督
を
主
人
公
に
描
い

た
リ
ム
監
督
作
『
あ
な
た
の
微

笑
み
』
の
公
開
を
前
に
、
舞
台

と
な
っ
た
ミ
ニ
シ
ア
タ
ー
に

次
々
と
困
難
が
降
り
か
か
っ
て

い
た
。
火
事
で
映
画
館
が
全

焼
、
館
主
の
死
亡
で
、
閉
館
や

営
業
停
止
に
。

つ
い
に
は
リ
ム
監
督
の
本
拠

地
大
阪
の
テ
ア
ト
ル
梅
田
の
閉

館
が
決
ま
り
、
い
て
も
立
っ
て

も
い
ら
れ
な
く
な
っ
た
監
督

は
、
自
ら
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
と
な

っ
て
ミ
ニ
シ
ア
タ
ー
を
駆
け
巡

る
こ
と
に
。

日
本
は
世
界
で
も
有
数
の

「
独
立
系
ミ
ニ
シ
ア
タ
ー
大

国
」。
し
か
し
、
ミ
ニ
シ
ア
タ

ー
と
言
っ
て
も
、
そ
の
成
り
立

ち
や
経
営
は
多
種
多
様
。
家
族

経
営
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
兼
映

画
館
、
市
民
が
つ
く
る
映
画

館
、
文
化
財
と
し
て
観
光
名
所

に
な
っ
た
映
画
館
等
々
。

日
本
全
国
の
ミ
ニ
シ
ア
タ
ー

を
訪
ね
、
劇
場
を
支
え
る
人
た

ち
の
思
い
に
耳
を
傾
け
、
見
え

て
き
た
も
の
と
は
…
。
共
通
す

る
の
は
「
映
画
が
好
き
」「
映

画
館
が
好
き
」
と
い
う
思
い
。

全
国
22
館
の
ミ
ニ
シ
ア
タ
ー
を

巡
る
リ
ム
・
カ
ー
ワ
イ
監
督
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
映
像
と
と
も

に
、
取
り
壊
さ
れ
た
首
里
劇
場

や
、
全
焼
し
再
建
中
の
小
倉
昭

和
館
の
跡
地
な
ど
、
貴
重
な
映

像
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。

「
大
阪
大
学
に
留
学
し
て
は

じ
め
て
訪
れ
た
映
画
館
で
あ
る

テ
ア
ト
ル
梅
田
。
日
本
に
は
こ

う
し
た
ミ
ニ
シ
ア
タ
ー
が
数
多

く
あ
り
、
私
は
日
本
の
ミ
ニ
シ

ア
タ
ー
で
浴
び
る
よ
う
に
映
画

を
観
ま
し
た
。
ミ
ニ
シ
ア
タ
ー

が
、
私
の
映
画
監
督
人
生
を
は

じ
め
る
き
っ
か
け
を
く
れ
た
の

で
す
」
と
リ
ム
・
カ
ー
ワ
イ
監

督
。

「
ジ
ャ
ッ
ク
ボ
ー
ル
プ
リ
ー

ズ
」
の
コ
ー
ル
か
ら
始
ま
る
ス

ポ
ー
ツ
「
ボ
ッ
チ
ャ
」
を
ご
存

知
で
し
ょ
う
か
。
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
正
式
種
目
で
、
ジ
ャ
ッ

ク
ボ
ー
ル
（
目
標
球
）
と
呼
ば

れ
る
白
ボ
ー
ル
に
、
赤
・
青
の

そ
れ
ぞ
れ
6
球
の
ボ
ー
ル
を
投

げ
た
り
、
転
が
し
た
り
、
他
の

ボ
ー
ル
に
当
て
た
り
し
て
、
い

か
に
近
づ
け
る
か
を
競
う
ス
ポ

ー
ツ
で
す
。

当
初
は
、
脳
性
麻
痺
な
ど
に

よ
り
運
動
能
力
に
障
害
が
あ
る

競
技
者
に
む
け
て
考
案
さ
れ
ま

し
た
。
簡
単
に
言
う
と
、
ボ
ッ

チ
ャ
は
地
上
の
カ
ー
リ
ン
グ
の

よ
う
な
競
技
で
す
。
誰
で
も
で

き
て
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す

が
、
と
て
も
奥
が
深
く
老
若
男

女
問
わ
ず
、
は
ま
っ
て
し
ま
う

人
が
意
外
と
多
い
で
す
。

現
在
、
多
く
の
方
に
親
し
ま

れ
て
い
る
こ
の
競
技
と
私
が
出

会
っ
た
の
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開

催
さ
れ
る
約
1
年
前
に
、
東
村

山
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と
し

て
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
会
に

参
加
し
た
と
き
で
し
た
。
当
時

の
北
多
摩
地
域
で
は
、
ま
だ
そ

れ
ほ
ど
普
及
し
て
お
ら
ず
、
最

初
の
頃
は
ボ
ッ
チ
ャ
の
社
会
人

チ
ー
ム
を
招
い
て
色
々
と
学
び

ま
し
た
。
私
も
、
す
ぐ
に
面
白

さ
に
は
ま
り
ま
し
た
。

「
6
Ｂ
Ｏ
Ｘ
」
は
、
3
人
で

投
球
順
や
白
ボ
ー
ル
の
落
と
し

所
等
戦
略
的
に
考
え
る
こ
と
が

楽
し
い
で
す
が
、
思
い
ど
お
り

に
な
り
ま
せ
ん
。

ボ
ッ
チ
ャ
は
、
頭
と
身
体
を

使
う
の
で
健
康
に
良
く
、
日
常

生
活
に
お
い
て
重
度
・
重
複
障

害
児
（
者
）
と
健
常
者
が
一
緒

に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
る
も
の
で
す
。
年
齢
や
性

別
、
障
害
の
有
無
に
関
係
な
く

楽
し
め
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス
ポ

ー
ツ
で
す
。
是
非
ボ
ッ
チ
ャ
を

体
験
し
て
く
だ
さ
い
。

�出身県 東京都
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2017年～会計
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11
月
11
日
〜
13
日
、
新
潟
県

新
潟
市
に
お
い
て
平
和
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
呼
び
か
け
る
第
60
回
護

憲
大
会
が
開
催
さ
れ
、
全
体
で

約
1
4
0
0
人
が
参
加
し
た
。

全
体
会
で
は
「
憲
法
審
査
会

の
現
実
と
今
後
の
私
た
ち
の
と

り
く
み
」
を
テ
ー
マ
に
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
た
。
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
に
名
古
屋
学
院
大

学
教
授
の
飯
島
滋
明
さ
ん
、
パ

ネ
リ
ス
ト
に
衆
参
両
議
院
で
憲

法
審
査
会
の
委
員
を
務
め
る
新

垣
邦
男
、
打
越
さ
く
良
、
杉
尾

秀
哉
、
吉
田
晴
美
各
議
員
の
参

加
に
よ
り
、
衆
参
両
議
院
に
お

け
る
憲
法
審
査
会
の
審
議
状
況

や
今
後
の
動
向
な
ど
に
つ
い
て

報
告
さ
れ
た
。
改
憲
勢
力
は
憲

法
審
査
会
の
開
催
頻
度
を
増
や

し
、
改
憲
あ
り
き
の
議
論
を
推

し
進
め
て
お
り
、「
憲
法
審
査

会
は
最
早
ま
と
も
な
議
論
が
で

き
て
い
な
い
」
と
各
パ
ネ
ラ
ー

は
指
摘
し
た
。
そ
の
う
え
で
、

立
憲
民
主
党
が
野
党
第
一
党
と

し
て
憲
法
審
査
会
の
暴
走
を
な

ん
と
か
食
い
止
め
て
い
る
状
況

で
あ
り
、
日
本
維
新
の
会
が
野

党
第
一
党
に
な
っ
て
し
ま
う
と

改
憲
に
む
け
、
一
気
に
議
論
が

進
む
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
と
し

て
、
一
層
警
戒
す
る
必
要
が
あ

る
こ
と
を
指
摘
。
全
体
で
共
有

を
は
か
っ
た
。

過
去
の
歴
史
的
事
実
を
踏
ま

え
、
日
本
国
憲
法
に
は
戦
争
や

武
力
行
使
を
認
め
な
い
徹
底
し

た
「
平
和
主
義
」
が
採
用
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
、
同
じ
過
ち
を

繰
り
返
さ
な
い
と
い
う
自
他
へ

の
意
思
表
示
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
自
民
党
は
自
衛
隊
の

憲
法
明
記
や
緊
急
事
態
条
項
の

導
入
な
ど
を
中
心
と
し
た
改
憲

作
業
を
、
改
憲
勢
力
を
巻
き
込

ん
だ
数
の
力
に
よ
り
、
国
民
の

声
を
聞
く
こ
と
な
く
推
し
進
め

て
い
る
。
私
た
ち
だ
け
で
な
く

将
来
の
世
代
の
た
め
に
も
、
こ

う
し
た
実
態
を
適
切
に
認
識

し
、
行
動
を
起
こ
し
世
論
形
成

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
。

憲法理念の実現をめざす第60回大会（護憲大会）

改憲勢力の暴走を食い止める
将来の世代のために行動を

自治労の「国際連帯救援カンパ」は1991年に始まり、これまで難
民救援や児童労働禁止のキャンペーン、途上国の子どもの生活と教
育の支援などに活用してきました。2024年度のテーマは「どこで生
きることになっても 子どもたちに学ぶ場所を」です。スーダンで
の紛争、ミャンマーでの国軍による市民弾圧、ロシア軍によるウク
ライナ侵攻により、多くの人々が生まれた土地や祖国を追われ、移
住や越境を余儀なくされています。ひとりでも多くの子どもたちに
学ぶ機会と場所が提供できるよう、国際連帯救援カンパの取り組み
をお願いいたします。

▲全体会の様子

●集約日
第1次集約：2024年1月8日（月） 第2次集約：2024年4月8日（月）

●目標額
目標設定はありませんが、毎年「ワンコインの支援」を合言葉に組合員
の皆さまのご協力を呼びかけています。

●カンパ集約方法
組合事務所を通じてご協力をお願いいたします。

監
督
：
リ
ム
・
カ
ー
ワ
イ
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